
医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所

在

地

指
定
年
月
日

す
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
聖
祐
会

佐
伯
市
長
島
町
一
丁
目
四
番
一
六
号

令

三
・
一
二
・

一

小
原
歯
科
医
院

医
療
法
人
小
原
歯

科
医
院

由
布
市
挾
間
町
挾
間
三
五
六
番
地
一

令

三
・
一
二
・

一

大
信
薬
局

安
心

院
中
央
店

株
式
会
社
グ
ッ
ド

フ
ェ
ロ
ー
ズ

宇
佐
市
安
心
院
町
下
毛
二
二
〇
九
―
二

令

三
・
一
二
・

一

大
信
薬
局

安
心

院
本
店

株
式
会
社
グ
ッ
ド

フ
ェ
ロ
ー
ズ

宇
佐
市
安
心
院
町
下
毛
二
〇
一
七
―
一

令

三
・
一
二
・

一

中
川
泌
尿
器
科

医
療
法
人
中
川
泌

尿
器
科

日
田
市
上
野
町
泉
六
〇
一
―
一

令

四
・

一
・

一

宮
田
内
科
医
院

医
療
法
人
宮
田
内

科
医
院

中
津
市
大
字
牛
神
四
三
二
番
地

令

四
・

一
・

一

横
井
医
院

医
療
法
人
横
井
医

院

中
津
市
本
耶
馬
渓
町
落
合
一
〇
一
一

令

四
・

一
・

一

下
郷
診
療
所

下
郷
農
業
協
同
組

合

中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
樋
山
路
一
五
―

五

令

四
・

一
・

一

ま
つ
ざ
き
ク
リ
ニ

ッ
ク

医
療
法
人
ま
つ
ざ

き
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
津
市
三
光
臼
木
一
二
一
八
番
地

令

四
・

一
・

一

別
府
中
央
病
院

医
療
法
人
博
愛
会

別
府
市
北
的
ヶ
浜
五
番
一
九
号

令

四
・

一
・

一

こ
う
ま
つ
循
環
器

科
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク

医
療
法
人
泰
晋
会

速
見
郡
日
出
町
三
八
五
二
番
六

令

四
・

一
・

一

金
田
耳
鼻
咽
喉
科

医
院

医
療
法
人
金
田
耳

鼻
咽
喉
科
医
院

速
見
郡
日
出
町
三
八
三
四
―
九

令

四
・

一
・

一

臼
杵
内
科
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

院

医
療
法
人
仁
愛
会

臼
杵
市
大
字
市
浜
六
九
四
番
地
の
一

令

四
・

一
・

一

告

示

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

生
活
保
護
法
等
に
よ
る
施
術
者
（
開
設
者
で
な
い
施
術
者
）
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

土
地
改
良
法
に
よ
る
換
地
処
分
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
換
地
処
分
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
表
彰
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
警
察
に
お
け
る
情
報
処
理
能
力
検
定
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
二
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関
を
指

定
し
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

目

次

令

和

四

年

（ 金 曜 日 ）

第

二

七

八

号

一
月
二
十
八
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

一

大
分
県
報
（
告
示
）



臼
杵
市
医
師
会
立

コ
ス
モ
ス
病
院

一
般
社
団
法
人
臼

杵
市
医
師
会

臼
杵
市
大
字
戸
室
字
長
谷
一
一
三
一
番

一

令

四
・

一
・
一
七

桂
林
病
院

医
療
法
人
鶴
林
会

日
田
市
城
町
一
丁
目
二
番
六
一
号

令

四
・

一
・

一

セ
イ
ノ
歯
科
医
院

医
療
法
人
元
生
会

別
府
市
野
口
元
町
三
―
三
八

令

四
・

一
・

一

古
島
眼
科

医
療
法
人
古
島
眼

科

竹
田
市
大
字
竹
田
町
四
八
〇
番
地

令

四
・

一
・

一

有
限
会
社
永
松
薬

局

有
限
会
社
永
松
薬

局

杵
築
市
大
字
南
杵
築
大
手
内
一
九
四
七

の
四

令

四
・

一
・

一

有
限
会
社
三
和
薬

局

有
限
会
社
三
和
薬

局

竹
田
市
大
字
会
々
二
三
二
九
番
地

令

四
・

一
・

一

日
出
調
剤
薬
局

有
限
会
社
坂
ノ
市

杉
原
調
剤
薬
局

速
見
郡
日
出
町
三
八
五
二
番
地
九

令

四
・

一
・

一

有
限
会
社
萬
里
薬

局

有
限
会
社
萬
里
薬

局

臼
杵
市
大
字
臼
杵
六
二
三
番
地
の
二

令

四
・

一
・

一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

医
療
機
関
の
名
称

開
設
者
の
氏
名

所

在

地

廃
止
年
月
日

小
原
歯
科
医
院

小

原

正

嗣

由
布
市
挾
間
町
挾
間
三
五
六
番
地
一

令

三
・
一
一
・
三
〇

す
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク

簀

戸

聖

子

佐
伯
市
長
島
町
一
丁
目
四
番
一
六
号

令

三
・
一
一
・
三
〇

小
野
医
院

小

野

勝

之

杵
築
市
山
香
町
野
原
一
七
二
三
―
一
〇

令

三
・
一
二
・
三
一

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

施
術
者
の
氏
名

施

術

者

の

住

所

指
定
年
月
日

𠮷

野

慶

飛

速
見
郡
日
出
町
藤
原
三
〇
一
九
―
二

令

三
・
一
一
・

九

長

野

雅

哉

福
岡
県
行
橋
市
大
字
二
塚
二
三
〇
―
二

令

三
・
一
一
・

九

髙

尾

純

平

中
津
市
蛎
瀬
八
一
八
―
一

ク
ロ
ッ
キ
オ
Ｅ
―
一

令

三
・
一
一
・

九

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
告
示
第
二
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
者
（
開
設

者
で
な
い
施
術
者
）
を
指
定
し
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

中
津
市
大
字
田
尻
崎
十

二

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日



種

類

酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

能

力

直
径
四
四
〇
㎜
円
形
ワ
ー
ク
対
応

二
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

令
四
・
三
・
五

工

事

完

成

予

定

年

月

日

令
四
・
三
・
一
三

使

用

開

始

予

定

年

月

日

①

令
四
・
三
・
一
六

②

令
四
・
三
・
一
五

使

用

時

間

間

隔

間
欠

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

①

〇
・
〇
〇
八

〇
・
〇
〇
八

②

〇
・
〇
二
七

〇
・
〇
二
七

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

一
〇
・
一

一
〇
・
一

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

三
、
二
〇
〇

三
、
二
〇
〇

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

一
、
七
〇
〇

一
、
七
〇
〇

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

二
、
〇
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

四
一

四
一

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

二
二

二
二

種

類

生
物
化
学
的
処
理

処

理

方

式

生
物
処
理
＋
凝
集
式
沈
殿

能

力

一
五
㎥
／
時

構

造

コ
ン
ク
リ
ー
ト

主

要

寸

法

縦
六
・
八
ｍ
×
横
一
一
・
〇
ｍ
×
高
さ
四
・
八
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

既
設

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

使

用

開

始

予

定

年

月

日

既
設

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

㎥
／
日

一
三
三

一
三
三

二
九
八

二
九
八

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

五
・
八

〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

七
〇

一
〇

一
〇
〇

一
五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

四
〇

八

五
〇

一
三

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

三
〇
〇

一
三

四
〇
〇

一
五

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

二
五

二
五

三
〇

三
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

三
・
五

三
・
五

六

六

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

四
、
五
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物

及

び

硝

酸

化

合

物

㎎
／
ℓ

―

五
・
八

―

一
五
・
〇

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

㎎
／
ℓ

―

〇
・
二

―

〇
・
三

種

類

ダ
イ
キ
浄
化
槽

Ｆ
Ｃ
Ｆ
―
Ｂ
三
型

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

升

本

浩

之

２

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

中
津
市
大
字
田
尻
崎
十

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

中
津
工
場

３

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
五
号

酸
又

は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
表
面
処
理
施
設

４

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

三

大
分
県
報
（
告
示
）



処

理

方

式

凝
集
剤
添
加
膜
分
離
活
性
汚
泥
方
式

能

力

三
五
〇
人
槽

六
二
㎥
／
日

構

造

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

主

要

寸

法

縦
二
・
五
ｍ
×
横
二
五
・
八
ｍ
×
高
さ
三
・
四
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

既
設

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

使

用

開

始

予

定

年

月

日

既
設

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

㎥
／
日

六
二

六
二

六
二

六
二

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

水

素

イ

オ

ン

濃

度

六
・
〇

〜
八
・
五

六
・
〇

〜
八
・
五

六
・
〇

〜
八
・
五

六
・
〇

〜
八
・
五

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
五
〇

五

一
五
〇

五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

―

六
・
五

―

六
・
五

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

―

五

―

五

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

八
〇

二
〇

八
〇

二
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

八

一

八

一

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―

三
、
〇
〇
〇

―

三
、
〇
〇
〇

排

水

口

名

第
一
排
水
口

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

一
三
三

二
九
八

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

一
〇

一
五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

八

一
三

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

一
三

一
五

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

二
五

三
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

三
・
五

六

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物

及

び

硝

酸

化

合

物

㎎
／
ℓ

五
・
八

一
五

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

㎎
／
ℓ

〇
・
二
未
満

〇
・
三

排

水

口

名

第
三
排
水
口

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

六
二

六
二

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

六
・
〇
〜
八
・
五

六
・
〇
〜
八
・
五

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

五

五

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

六
・
五

六
・
五

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

五

五

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

二
〇

二
〇

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

一

一

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇

排

水

口

名

第
二
排
水
口
及
び
第
四
排
水
口

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

㎥
／
日

―

―

５

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

四

大
分
県
報
（
告
示
）

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日



汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通

常

の

値

最

大

の

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

―

―

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
ℓ

―

―

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎
／
ℓ

―

―

浮

遊

物

質

量

㎎
／
ℓ

―

―

窒

素

含

有

量

㎎
／
ℓ

―

―

り

ん

含

有

量

㎎
／
ℓ

―

―

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―

―

そ

の

他

参

考

と

な

る

べ

き

事

項

雨
水
排
水
口

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

土

地

改

良

区

名

所

在

地

認

可

年

月

日

安
心
院
土
地
改
良
区

宇
佐
市

令
四
・

一
・
一
八

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

二

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
二
月
十
八
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
中
津
市
役
所

大
分
県
告
示
第
三
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
香
々
地
地
区
堅
来
工
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
三
十
四
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
大
分
都
市
計
画
事
業
横
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
者
大
分
市
代
表
者
大
分
市
長
佐
藤
樹
一
郎
か
ら
換
地

処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

大
分
都
市
計
画
事
業
横
尾
土
地
区
画
整
理
事
業

二

換
地
処
分
の
内
容

令
和
三
年
九
月
九
日
付
け
指
令
都
第
二
号
で
認
可
し
た
換
地
計
画
の
と
お
り

三

換
地
処
分
の
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日

〇
警

察

本

部

訓

令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署

大
分
県
警
察
表
彰
規
程
（
平
成
２
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

令
和
４
年
１
月
２８
日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
田
哲
也

第
１０
条
中
「
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
表
彰
に
係
る
事
案
又
は
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
部

外
者
の
表
彰
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
の
上
申
」
を
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
上
申
（
次
条
第
２
項
第
３
号
及
び

第
４
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
、
「
監
察
課
長
及
び
警
務
部
長
」
を
「
警
務
部
長
及
び
監
察
課
長
」

に
改
め
る
。

第
１１
条
第
１
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

表
彰
に
関
す
る
審
査
を
行
う
た
め
、
警
察
本
部
に
表
彰
審
査
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）

を
置
く
。

第
１１
条
中
第
４
項
を
第
６
項
と
し
、
同
条
第
３
項
中
「
事
案
の
審
議
」
を
「
審
査
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
４
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

五

大
分
県
報
（
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
）



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

５
委
員
会
の
審
査
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

第
１１
条
第
２
項
中
「
警
務
課
長
、
監
察
課
長
及
び
警
察
学
校
長
」
を
「
警
察
学
校
長
、
警
務
部
総
括
参
事

官
及
び
監
察
課
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
３
項
と
し
、
同
条
第
１
項
の
次
に
次
の
１
項
を
加
え
る
。

２
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
決
定
す
る
。

⑴
警
察
功
労
章
（
勤
務
実
績
に
つ
い
て
の
功
労
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
警
察
庁
長
官
へ

の
上
申
の
可
否

⑵
警
察
庁
長
官
又
は
九
州
管
区
警
察
局
長
か
ら
授
与
さ
れ
る
賞
詞
（
勤
務
実
績
に
つ
い
て
の
功
労
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
警
察
庁
長
官
又
は
九
州
管
区
警
察
局
長
へ
の
上
申
の
可
否

⑶
第
４
条
第
２
項
第
７
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
勤
務
実
績
に
つ
い
て
の
功
労
に
係
る
賞
詞
１
級
に
つ

い
て
の
表
彰
の
可
否
及
び
副
賞
の
金
額

⑷
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
上
申
が
あ
っ
た
表
彰
に
係
る
事
案
の
う
ち
本
部
長
が
指
定
す
る
も
の
の
表
彰

の
可
否
及
び
副
賞
の
金
額

附
則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
４
年
１
月
２８
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署

大
分
県
警
察
に
お
け
る
情
報
処
理
能
力
検
定
に
関
す
る
規
程
（
平
成
２７
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１８

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
４
年
１
月
２８
日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
田
哲
也

第
３
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
合
格
者
の
通
知
）

第
３
条
能
力
検
定
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
合
格
者
の
所
属
す
る
所
属
の
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

六

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
）

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日


